


















































































































































































































































































　 そ し て こ の「 自 分 た ち の 学 力 」、 一 般 知 と 経
験 と の 両 方 を 踏 ま え た 個 性 的 な 知 を「 コ ン ピ テ










































































































を創造するためには、ⅰ ) 小状況から入り、ⅱ ) 大状
況を調べなおし、ⅲ ) そして両者をつなぐコア・コン
ピテンスを作るという攻め方が適切と考えられる。
　③その 1　事例としての「自分史 ･ 生活史学習・自
　　己形成史学習」の役割

































































































































































































































































































































































































































































　現在世界では、“Guided  Autobiography” など、ア
メリカ、カナダ、シンガポールなどで、自分史を書く
ことが始まっているが、日本で書かれているほど行わ
れているようではない。日本には、自分史を育てる土
壌があるように見える。それは次のようなものである。
　①短歌、俳句、狂歌、川柳などの「短詩」の伝統
　②落語、読本、滑稽本などの庶民の物語作品の伝統
　③学校における「綴り方」教育、「作文教育」の伝統
　④青年、大人による生活表現の伝統；
　　「生活雑記」「村の生活記録」「おとなの綴り方」
　　「自己形成史」「生活史」「自分史」
　⑤域史、家族史、学校史、社史などの伝統
　日本における自分史学習は、これらの伝統を受け継
いで、個人と個人→私たち、私たちと社会システム、
世代から世代へ、人間と生態系を視野に入れ、具体的
な関係性を問い、調べ、議論し表現することによって、
コア・コンピテンス、キー・コンピテンスを豊かにし
て、社会と地球の生態系再構築に寄与する、学習方法、
自己教育の方法である。
　それは、個人を基礎とした全体性の回復であり、個
人主義の長所を生かし、個人主義によって劣化した心
理と現実を回復する効果を持つ。人々が現実の関係性
を適切に、意識に反映し、自律的・協働的・双方向的
な行動と対話を可能にする「内的な世界」「認識シス
テム」「リテラシーシステム」「心理システム」の再構
築の一角を形成するものである。
